TQM基礎講座《第1回》演習ワークシート
	グループ名：　　　　　8

	場面の番号：　　11（ある部門において仕事の職務分掌は定められているが、仕事のできばえをはかるための管理項目・管理水準が定められていない）

	場面に追加した条件：

製造業　何をどの程度行うか決められていない

· 組立工程を確認する

· 品質目標の審査を始めたと仮定

・ 目標値、テーマ、管理項目が定まっていない


	取るべき行動（資料の閲覧、質問等）：
· 部門の職務分掌（組立部門）

· 前後の部門とのつながり

· 上位の方針の確認

· 当部門の目標管理（シート）の確認

　　　手段、プロセスが目標を達成することができるものかどうか

· 目標の設定の仕方が書いてある手順の確認

· 目標の設定に関する役割が職務分掌にあるか？



	指摘：
5.4.1 品質目標

達成度が判定可能となっていなかった

5.5.1 責任及び権限

　品質目標を立てるための責任と権限が明確になっていなかった


	指摘の根拠･理由：
←管理項目、管理水準が定められていなかったから

←職務分掌、目標に対する責任が記録されていなかった

	関連するTQMの原則：

· リーダーシップ

· 全員参加

· PDCA




